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要性が唱えられるようになった. 特にがん治療において
は,治療開始期から終末期まで,口腔内に現れる様々な
トラブルに対して医科と歯科が連携して対処していく取
り組みがなされるようになった.
緩和ケアにおける口腔ケアは,病院だけでなく在宅に
おいても必須であるが,まだその認知度は低く,他業種
間の協力体制作りも始まったばかりである.まずは口腔
機能の維持向上がQOLに大変重要であること,そして
全身状態の低下とともに現れる不快症状の緩和,誤嚥性
肺炎予防の為に口腔ケアが必要であることを啓蒙してい
く必要がある.今後,歯科医師・歯科衛生士は,口腔の専
門的な管理を行うだけでなく,その周囲の家族,介護者,
看護師に口の中に興味を持ってもらい,口腔ケアの方法
の指導を行っていく事が期待されている.
日高病院では,平成 24年度より歯科医師・歯科衛生士
を中心とする口腔ケアチームを立ち上げ,医師・看護師・
言語療法士といった他業種と連携しながら口腔ケアを積
極的に行っている.
今回は, 緩和ケア期における口腔ケアの意義と取り組
み,よくみられる 5つの口腔のトラブル (口腔乾燥症,カ
ンジダ性口内炎,口臭,口腔内出血,味覚障害)について
の当院の基本的な対処法について報告する.
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近年,緩和医療の概念が「終末期などの治療を終了し
た患者を対象とする医療」から「治療・疾患によるつら
さや症状に対する医療」へと変化してきている. そのた
め,治療と並行して,全人的苦痛を最小限としQOLを改
善する緩和ケアの重要性が高まっている.がん治療は,
外科手術・放射線治療・薬物療法が主体となる.治療の有
害事象には,手術後の創感染,肺炎,放射線治療や抗がん
剤による口腔粘膜炎,悪心・嘔吐,倦怠感などがある.こ
れらは身体的苦痛,さらには精神的苦痛をもたらし,患
者のQOLを低下させることとなり,治療完遂も困難と
なる.そのため,有害事象に対する治療と同時に苦痛を
軽減する緩和ケアが必要となる.苦痛は多様であるため,
緩和ケアは多職種によるチームアプローチが重要とされ
ている.口腔領域では,常在する口腔細菌が原因となり,
歯科特有の疾患のみならず循環・呼吸・代謝などに関連
する全身疾患をもたらす.そのため,口腔に発症する有
害事象は全身へ影響する.口腔内に存在する慢性歯性感
染巣は,免疫力低下により急性化した場合,局所症状だ
けでなく敗血症を継発することがある.放射線/薬物療
法により頻発する口腔粘膜炎は,口腔出血,口内痛. 2次
感染の原因となり,摂食障害を引き起こし,全身状態の
低下をまねく.このような口腔有害事象は,治療開始前
からの口腔衛生管理の徹底により予防や軽減につながる
とされている.口腔衛生管理は,患者自身によるセルフ
ケアが基本である.しかし,良好な口腔環境を獲得する
ためには,歯科医師,歯科衛生士による指導や治療を含
めた口腔ケアが必要である.今回,群馬大学医学部附属
病院歯科口腔外科口腔ケア専門外来にて口腔衛生管理を
行った造血幹細胞移植患者を対象とし,治療期間中の口
腔症状の緩和に対する口腔ケアの有用性について検討し
たので報告する.
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抗がん剤治療中は,口腔粘膜が特に影響を受けやすく,
多くのトラブルが発生する.口腔内の衛生状態は,口腔
粘膜炎の発症リスクに密接に関係するため,抗がん剤治
療開始前から正しい口腔ケアを行って口腔内細菌叢を整
え,常に口腔内を清潔にしておくことが大切となる.口
腔粘膜炎の悪化は潰瘍や出血部位からの全身感染症を引
き起こすことがあり,さらに,口腔粘膜炎による疼痛は
食事摂取機能の障害やコミュニケーション機能の低下,
闘病意欲の低下を招き,患者のQOLを著しく低下させ
る重大な問題へと繫がる.
口腔粘膜障害対策として重要なのは,医療スタッフが
患者と家族に口腔ケアの重要性を理解してもらい,患者
自身が口腔内の観察をしながら口腔ケアを継続して行う
患者参加型のケアを支援していくことである.
当病棟では平成 19年より歯科口腔外科と口腔粘膜障
害予防に対する取り組みを行っている.今までの共同研
究内容は以下の 3つである.
①病棟看護師への口腔ケアに対するアンケート調査の
実施
②看護師の口腔ケアに対する意識向上と知識・技術の
統一化に向けての取り組み
③口腔ケアに対する血液疾患患者のセルフケア能力向
上への取り組み
さらに,口腔粘膜障害予防に対する病棟での取り組み
として,化学療法前の歯科口腔外科受診の確立や,終末
期やレスピレーター装着中の患者などに対しても往診可
能なシステムの確立を実施.また,病棟スタッフに対し
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て歯科衛生の必要性についての勉強会や口腔粘膜障害に
ついてのパンフレットを作成し,口腔粘膜障害の発生予
防だけではなく,発生してしまった後の対応を病棟の各
スタッフが行えるように働きかけをおこなっている.
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